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１年次＊組 理科（化学基礎）学習指導案 

指導者 県立太田第一高等学校 教諭 勝間田 雄太 

 

１ 日時・場所  平成27年10月＊日（＊）第＊校時，１－＊教室 

 

２ 実施クラス  １年＊組（男子＊人，女子＊人，計＊人） 

 

３ 単元名    酸と塩基 

 

４ 単元の目標 

酸と塩基の性質及び中和反応に関心を持ち，中和反応の量的関係を観察・実験を通して

探究し，導き出した考えを表現するとともに，酸と塩基の性質及び中和反応の量的関係に

関する知識を身に付けることができる。 

 

５ 単元の評価規準 

関心・意欲・態度 思考・判断・表現 観察・実験の技能 知識・理解 

 酸と塩基の定義や性

質，水素イオンとpHの関

係，中和反応について関

心をもち，意欲的に探究

している。 

 酸と塩基の定義や性

質，水素イオンとpHの関

係，中和反応について化

学的に考察し，その導き

出した考えを表現して

いる。 

 

 中和滴定実験を行い，

器具の扱い方や指示薬

の選択についての技能

を習得するとともに，そ

れらの課程や結果を的

確に記録，整理してい

る。 

 酸と塩基の定義，水

素イオンとpHの関係，

中和反応の量的関係

について理解し，知識

を身に付けている。 

 

６ 単元について 

(1) 教材観 

     中学校では，第１分野「酸・アルカリとイオン」で，酸とアルカリの性質や中和に

より水と塩が生成することと，pHは７を中性として酸性やアルカリ性の強さを表して

いることについて学習している。この単元では，酸と塩基と中和反応について観察，

実験を行い，これらの化学反応に関する基本的な概念や法則を理解させることをねら

いとしている。また，中和滴定の実験を行うことで，生徒が実験を行いながら酸と塩

基の量的関係について学ぶことができ，実験器具の使い方も学習することができる単

元でもある。 

(2) 生徒の実態 

   授業中の問いかけに対して，積極的に発言する生徒が多いクラスである。しかし，

化学に対する関心は高いが，化学の現象が日常生活に関連していることを理解してい

る生徒は少ない。そのため，身近な例を積極的に取り上げ，日常生活に化学が関連し

ていることを理解できるようにし，化学に対する興味・関心を高めることが必要であ

る。また，実験を積極的に行う生徒が多いが，実験結果を的確に表現することのでき
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る生徒は少ない。そのため，実験を通してグループ毎に実験結果から考えられること

を話し合うなど言語活動の場を設け，表現力を高めていく。 

(3) 指導観 

   酸と塩基について身近な現象を例に挙げ，日常生活と関連していることを理解でき

るようにすることで化学への関心を更に高めていく。観察・実験で得られた結果の分

析・解釈を重視し，生徒同士の話合いの場を設け，考察に関してのプレゼンテーショ

ンや討論を行うことで生徒の表現力を高めていく。中和滴定の実験において，原理を

理解しないまま実験に取り組むことがないように，授業では図やイラストを用いて視

覚的に中和滴定の仕組みを指導し，生徒が中和滴定について具体的なイメージを持て

るようにする。 

 

７ 指導と評価の計画（８時間扱い） 

時 学習内容 学習活動 
評価の観点

評価規準 評価方法
関 思 技 知

１ 

本時 

酸と塩基の定

義や性質 

酸と塩基の例を挙げ，

酸と塩基にはどのよ

うな定義があるのか

を学習する。 

◎

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇

酸と塩基の性質と定義に

関心を持っている。 

酸と塩基の定義を理解

し，知識を身に付けてい

る。 

行動観察 

 

教科書の問

題演習 

２ 酸と塩基の強

弱と電離度の

関係 

強酸と弱酸，強塩基と

弱塩基の違いについ

て考える。 

酸と塩基の強弱を電

離度と関連付けて説

明する。 

  

 

 

〇

 〇 酸と塩基の強弱と電離度

の関係性を理解してい

る。 

酸と塩基の強弱と電離度

の関係を考察し，酸と塩

基の強弱を電離度を用い

て表現している。 

ノート 

 

 

ノート 

３ 水素イオン濃

度，水酸化物

イオン濃度の

求め方 

酸・塩基の価数，モル

濃度，電離度から水素

イオン濃度，水酸化物

イオン濃度を求める。

  

 

 〇 水素イオン濃度，水酸化

物イオン濃度の求め方を

理解し，知識を身に付け

ている。 

プリント 

４ 水素イオン濃

度とpHの関係

性 

水素イオン濃度と水

酸化物イオン濃度か

らpHを求める。 

pH指示薬の色の変化

を教科書の表を用い

て確認する。 

 〇   

 

 

◎

水素イオン濃度とpHの

関係性を見いだし，表現

している。 

酸と塩基の水素イオン濃

度をpHを用いて表してい

る。 

ノート 

 

 

プリント 

５ 中和反応で生

じ る 塩 の 分

類，塩の性質

塩の加水分解につい

て理解し，塩の液性に

ついて考察する。 

 ◎   塩の水溶液中での液性に

ついて考察し，導き出し

た考えを表現している。 

ノート 

６ 中和反応の量

的関係 

過不足なく反応する

ときの水素イオン濃

度と水酸化物イオン

濃度の関係性を学習

し，中和反応の量的関

   ◎ 中和反応の量的関係につ

いて理解し，知識を身に

付けている。 

問題プリン

ト 
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係についての問題演

習を行う。 

７ 滴定曲線と使

用する指示薬

中和滴定に使

う器具とその

使い方 

酸と塩基の強弱の組

み合わせで滴定曲線

が変化することを学

習する。 

中和滴定に使用する

器具と使い方につい

てワークシートを用

いて学習する。 

 ◎  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇

酸と塩基の強弱の組み合

わせで滴定曲線が変化す

ることを見出し，適切な

滴定曲線を表現してい

る。 

中和滴定に使用する器具

の使い方を習得してい

る。 

ノート 

 

 

 

 

ワークシー

ト 

８ 中和滴定 中和滴定に関する実

験を行う。 

〇   

 

◎

 実験に意欲的に取り組ん

でいる。 

実験の結果を，適切に記

録・整理している。 

行動観察 

 

ワークシー

ト 

 

８ 本時の学習 

(1) 目標 

酸と塩基の性質に関心を持つ。（関心・意欲・態度） 

酸と塩基の定義を理解し，知識を身に付けることができる。（知識・理解） 

 (2) 準備・資料 

     教科書，ノート 

(3) 展開 

 過程          学習内容・学習活動           指導の留意点と評価 

導入 

10分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

展開 

１ 身の回りの酸と塩基を挙げる。 

予想される答え 

酸：炭酸飲料，酢，レモン 

塩基：重曹，石鹸，洗剤 

  

２ 酸と塩基の性質を確認する。 

予想される答え 

酸：酸味を示す。金属と反応して水素を発

生する。青色リトマス紙を赤色に変える。

塩基：苦味を示す。手に付けるとぬるぬる

する。赤色リトマス紙を青色に変える。 

 

３ 本時の学習課題を知る。 

 

 

 

４ アレーニウスの定義を学習する。 

・日常生活の中で酸・塩基があることを伝

える。 

・中学校で学んだアルカリは水に溶ける塩

基であることを確認する。 

 

[評価] 酸と塩基の性質に関心を持ってい

る。 

    【関心・意欲・態度，行動観察】 

 

 

 

 

 

 

 

 

・アレーニウスの定義は水を溶媒とする水

酸と塩基の定義にはどのようなもの

があるのだろうか？ 
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35分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

まとめ 

５分 

 

 アレーニウスの定義 

酸とは水溶液中で水素イオンを放出する

物質 

 HCl → H＋ ＋ Cl－ 

塩基とは水溶液中で水酸化物イオンを放

出する物質 

 NaOH → Na＋ ＋ OH－ 

 

５ より広い意味での酸・塩基の定義とし

てブレンステッドとローリーの定義を学

習する。 

 ブレンステッドとローリーの定義 

 酸とは水素イオンを与える物質 

 HCl＋H2O→H3O＋＋Cl－ 

塩基とは水素イオンを受け取る物質  

 NH3＋H2O→NH4
＋＋OH－ 

 

６ 教科書の問題演習を行う。 

 次の酸，塩基が水に溶けて電離するよう

すをイオン反応式で示せ。 

 硝酸HNO3  水酸化バリウムBa(OH)2 

 次の反応において，水はブレンステッド

ローリーの定義による酸・塩基のいずれ

の作用をしているか。 

 CH3COOH＋H2O→CH3COO－＋H3O+ 

CO32－+H2O→HCO3
－+OH－ 

 

7 本時のまとめをする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 溶液に対してのみ定義されることをアレ

ーニウスの定義から見いださせる。 

・水溶液以外では酸・塩基を定義すること

ができないことを確認させる。 

塩化水素(気体)とアンモニア(気体)が空

気中で反応し，塩化アンモニウムの白煙

を生じる。 

 

・ブレンステッドとローリーの定義は水溶

液中でなくても酸・塩基を定義すること

ができることを確認させる。 

 HCl(気) + NH3(気) → NH4Cl 

  酸   塩基 

 

 

 

 

[評価]  酸と塩基の定義を理解し，知識を身

に付けている。     

【知識・理解，教科書の問題演習】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

アレーニウスの定義 

酸とは水溶液中で水素イオンを放出

する物質 

塩基とは水溶液中で水酸化物イオン

を放出する物質 

ブレンステッドローリーの定義 

酸とは水素イオンを与える物質 

塩基とは水素イオンを受け取る物質


